
    �                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し

ゔ

や

り

ふ

か

ふ 

     

神神神神

じ

ん

宮宮宮宮

ぐ

う

寺寺寺寺

じ

又又又又

ま

た

は

八八八八

は

ち

幡幡幡幡

ま

ん

神神神神

し

ん

及及及及

お

よ

び    

八八八八

は

ち

幡幡幡幡

ま

ん

大大大大

だ

い

菩菩菩菩

ぼ

薩薩薩薩

さ

つ

諸諸諸諸

し

ょ

説説説説

せ

つ

疏疏疏疏

そ

    

 



          

こ

れ

は

事

実

を

叙

べ

た

文

で

あ

る

。

事

実

と

言

っ

て

も

、

過

去

を

直

接

観

察

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

の

で

、

文

献

等

で

知

り

得

る

限

り

の

事

実

で

あ

る

。

つ

ま

り

実

際

と

は

異

な

る

推

定

で

あ

る

場

合

も

あ

り

得

る

し

、

そ

れ

な

く

し

て

は

語

れ

な

い

の

だ

し

、

推

定

で

は

あ

っ

て

も

、

確

認

で

き

る

範

囲

内

で

と

も

か

く

も

そ

う

な

の

だ

か

ら

、

ま

あ

、

知

り

得

る

限

り

の

事

実

と

言

っ

て

も

い

い

、

た

だ

最

終

的

な

確

定

と

し

て

よ

い

事

実

で

は

な

く

、

す

な

わ

ち

真

実

と

は

言

い

難

い

と

い

う

だ

け

の

こ

と

で

あ

る

。

つ

ま

り

そ

れ

が

言

い

た

く

て

書

い

た

文

な

の

で

、

実

は

も

う

、

こ

の

後

は

読

ま

な

く

て

も

よ

い

の

か

も

し

れ

な

い

が

、

ま

あ

、

見

て

お

く

こ

と

が

最

も

正

し

い

事

実

の

確

認

方

法

な

の

で

見

て

お

い

て

は

い

か

が

で

あ

ろ

う

か

。 
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般

若

波

羅

蜜

多

心

經 

觀

自

在

菩

薩

行

深 

般

若

波

羅

蜜

多

時

 

照

見

五

蘊

皆

空 

度

一

切

苦 

厄 

舍

利

子 

色

不

異

空 

空

不

異

色 

色

即

是

空 

空

即

是

色 

受

想

行

識 

亦

復

如

是 

舍 

利

子 

是

諸

法

空

相 

不

生

不

滅 

不

垢

不

淨 

不

增

不

減 

是

故

空

中

無

色 

無

受

想

行

識 

受

想

行

識

 

無

眼

耳

鼻

舌

無

身

意

 

無

色

聲

香

味

觸

法

 

無

眼

界

 

乃

至

無

意

識

界

 

無

無

明 
 

亦

無

無

明

盡 

乃

至

無

老

死 

亦

無

老

死

盡 

無

苦

集

滅

道 

無

智

亦

無

得 

以

無

所

得

故 

菩

提

薩

埵 

依

般

若

波

羅

蜜

多

故 

心

無

罣

礙 

無

罣

礙

故 

無

有

無

有

恐

怖 

遠

離

顛

倒 

夢

想 

究

竟

涅

槃 

三

世

諸

佛 

依

般

若

波

羅
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多

故 

得

阿

耨

多

羅

三

藐

三

菩

提 

故

知

般 

若

波

羅

蜜

多 

是

大

神

咒 

是

大

明

咒 

是

無

上

咒 

是

無

等

等

咒 

能

除

一
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真

實 

不

虛 

故

般

若

波

羅

蜜

多
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即

咒

曰

咒

曰 

揭

諦

揭
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羅

揭
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京

都

府

八

幡

市

に

あ

る

石

清

水

八

幡

宮

（

い

わ

し

み

ず

は

ち

ま

ん

ぐ

う

）

は

古

く

は

男

山

八

幡

宮

と

言

わ

れ

た

。

京

都

南

西

の

男

山

上

に

鎮

座

す

。

二

所

宗

廟

の

一

社

で

あ

り

、

伊

勢

神

宮

や

奈

良

の

春

日

大

社

（

又

は

賀

茂

神

社 

― 

上

賀

茂

神

社

及

び

下

鴨

神

社 

― 

を

挙

げ

る

場

合

も

あ

り

）

と

な

ら

ぶ

日

本

三

社

の

う

ち

の

一

。

又

、

宇

佐

神

宮

、

鎌

倉

の

鶴

岡

八

幡

宮

と

と

も

に

三

大

八

幡

宮

の

う

ち

の

一

で

あ

る

。 

「

弓

矢

八

幡

」

と

し

て

武

士

に

崇

敬

さ

れ

る

。

八

幡

大

菩

薩

と

も

呼

ば

れ

た

。

な

お

源

義

家

は

石

清

水

八

幡

宮

で

元

服

し

た

と

こ

ろ

か

ら

自

ら

を

「

八

幡

太

郎

義

家

」

と

称

し

た

。 

  

石

清

水

八

幡

宮

は

神

仏

習

合

に

て

神

宮

寺

と

呼

ば

れ

る

。 

  

そ

の

由

緒

は

、

貞

観

元

年

（

八

五

九

年

）

に

南

都

大

安

寺

の

僧

行

教

（

空

海

の

弟

子

）

が

八

幡

宮

総

本

社

た

る

宇

佐

神

宮

に

て

「

わ

れ

都

近

き

男

山

の

峯

に

移

座

し

て

国

家

を

鎮

護

せ

ん

」

と

神

託

を

授

か

っ

た

こ

と

を

受

け

、

翌

年

、

清

和

天

皇

が

社

殿

を

建

立

し

、

宇

佐

神

宮

か

ら

勧

請

さ

れ

た

こ

と

に

始

ま

る

。

社

名

の

「

石

清

水

」

は

男

山

に

鎮

座

し

て

い

た

石

清

水

山

寺

（

現

在

は

石

清

水

社

）

に

よ

る

と

い

う

。 

 

創

建

時

か

ら

境

内

の

護

国

寺

と

一

体

に

な

る

宮

寺

形

式

で

あ

っ

た

。

当

時

は

山

麓

に

数

多

の

堂

宇

が

あ

っ

て

壮

大

こ

の

上

な

い

も

の

で

あ

っ

た

と

言

う

。

そ

う

と

聞

い

て

思

い

出

さ

れ

る

は

『

徒

然

草

』

の

あ

の

章

段

で

あ

ろ

う

。

某

寺

の

某

と

い

う

僧

が

山

麓

に

あ

る

建

築

の

壮

観

を

石

清

水

八

幡

宮

と

勘

違

い

し

て

山

上

の

本

宮

を

見

ず

に

帰

っ

た

と

い

う

エ

ピ

ソ

ー

ド

で

あ

る

。 

 

京

の

鬼

門

（

北

東

）

を

護

る

延

暦

寺

同

様

に

、

裏

鬼

門

（

南

西

）

を

守

護

す

る

王

城

守

護

の

神

、

王

権

・

水

運

の

神

と

し

て

篤

く

崇

敬

さ

れ

た

。

中

世

以

降

は

宇

佐

神

宮

に

代

わ

っ

て

、

伊

勢

神

宮

と

な

ら

ぶ

二

所

宗

廟

の

一

つ

と

さ

れ

、

特

に

源

氏

が

武

神

と

し

て

篤

く

信

仰

し

、

清

和

源

氏

の

足

利

氏

や

徳

川

氏

、

今

川

氏

や

武

田

氏

な

ど

が

氏

神

と

し

、

弓

矢

の

神

、

必

勝

の

神

と

さ

れ

る

。

石

清

水

八

幡

宮

か

ら

勧

請

さ

れ

、

源

頼

義

に

よ

る

壺

井

八

幡

宮

や

頼

義

・

頼

朝

に

よ

る

鶴

岡

八

幡

宮

な

ど

、

数

多

く

の

八

幡

宮

が

各

地

に

建

立

さ

れ

た

。 

 

御

祭

神

は

、

中

御

前

に

、

誉

田

別

命 

（

ほ

ん

だ

わ

け

の

み

こ

と

）

。

第

十

五

代

の

天

皇

で

あ

ら

せ

ら

れ

た

応

応

神

天

皇

の

神

霊

と

さ

れ

、

そ

れ

ゆ

え

皇

祖

神

と

も

さ

れ

、

『

承

久

記

』

に

よ

れ

ば

「

日

本

国

の

帝

位

は

伊

勢

天

照

太

神

・

八

幡

大

菩

薩

の

御

計

ひ

」

と

記

さ

れ

る

。

天

照

坐

皇

大

御

神

に

次

ぐ

皇

室

の

守

護

神

と

さ

れ

て

い

た

の

で

あ

る

。

八

幡

神

は

欽

明

天

皇

三

十

二

年

（

五

七

一

年

）

に

初

め

て

宇

佐

に

示

顕

し

た

と

さ

れ

る

が

、

八

幡

神

を

応

神

天

皇

と

し

た

記

述

は

『

古

事

記

』

や

『

日

本

書

紀

』

『

続

日

本

紀

』

に

は

な

い

。

『

東

大

寺

要

録

』

や

『

住

吉

大

社

神

代

記

』

に

八

幡

神

を

応

神

天

皇

と

す

る

記

載

が

あ

る

こ

と

か

ら

、

少

な

く

と

も

奈

良

時

代

か

ら

平

安

時

代

初

期

に

応

神

天

皇

が

八

幡

神

と

し

て

崇

敬

さ

れ

始

め

た

と

思

料

さ

れ

る

。 

 

ま

た

『

続

日

本

紀

』

に

於

い

て

は

「

ヤ

ハ

タ

」

と

読

ま

れ

、

『

日

本

霊

異

記

』

に

は

「

矢

幡

（

ヤ

ハ

タ

）



神

」

、

『

源

氏

物

語

』

で

は

玉

鬘

の

巻

に

「

や

は

た

の

宮

」

と

記

さ

れ

る

。

「

幡

」

は

神

の

依

り

代

と

し

て

の

「

旗

」

で

、

八

幡

と

は

数

多

く

の

旗

で

あ

る

。

応

神

天

皇

の

母

、

神

功

皇

后

は

三

韓

征

伐

で

対

馬

に

寄

っ

た

際

に

祭

壇

に

八

つ

の

旗

を

祀

っ

た

。

又

、

応

神

天

皇

降

誕

の

と

き

に

は

家

の

上

に

八

つ

の

旗

が

ひ

ら

め

い

た

と

さ

れ

る

。 

 

八

幡

神

は

北

九

州

の

豪

族

国

造

宇

佐

氏

の

氏

神

だ

っ

た

が

、

数

々

の

奇

端

を

現

し

て

大

和

朝

廷

の

守

護

神

と

さ

れ

た

。 

 

又

、

八

幡

神

は

託

宣

を

能

く

す

る

神

と

し

て

知

ら

れ

る

が

、

自

ら

に

就

い

て

、

「

古

へ

吾

れ

は

震

旦

国

（

中

国

）

の

霊

神

な

り

し

が

、

今

は

日

域

（

日

本

国

）

鎮

守

の

大

神

な

り

」

と

託

宣

し

た

と

い

う

記

録

が

『

宇

佐

託

宣

集

』

に

あ

る

。 

 

又

、

『

豊

前

国

風

土

記

』

に

、

「

昔

、

新

羅

国

の

神

、

自

ら

度

り

到

来

し

て

、

此

の

河

原

〔

香

春

〕

に

住

む

り

」

と

あ

り

、

こ

れ

に

拠

ら

ば

朝

鮮

半

島

を

経

由

し

た

と

も

考

え

ら

れ

る

。 

 

し

か

し

新

羅

は

古

く

は

辰

韓

も

し

く

は

秦

韓

と

呼

ば

れ

、

新

羅

人

は

中

国

大

陸

か

ら

朝

鮮

半

島

南

東

部

に

移

住

し

て

き

た

と

い

う

『

三

国

志

』

の

「

魏

書

辰

韓

伝

」

や

「

『

後

漢

書

』

の

辰

韓

伝

、

『

北

史

』

の

「

新

羅

伝

」

を

鑑

み

れ

ば

「

中

国

発

祥

説

」

を

確

認

す

る

程

度

の

意

味

し

か

な

い

と

も

言

え

る

。 

 

西

御

前

に

、

咩

大

神 

（

ひ

め

お

お

か

み

、

比

売

神

）

。

す

な

わ

ち

宗

像

三

女

神

、

多

岐

津

姫

命

（

た

ぎ

つ

ひ

め

の

み

こ

と

）

・

市

杵

嶋

姫

命

（

い

ち

き

し

ま

ひ

め

の

み

こ

と

）

・

多

紀

理

姫

命

（

た

ぎ

り

ひ

め

の

み

こ

と

）

の

三

柱

の

神

と

さ

れ

、

筑

紫

の

宇

佐

嶋

（

宇

佐

の

御

許

山

）

に

天

降

ら

れ

た

と

い

う

。

又

八

幡

神

以

前

の

古

い

神

で

あ

る

と

も

。

比

売

神

は

八

幡

神

の

妃

神

（

又

は

伯

母

神

・

母

神

？

）

と

し

て

の

玉

依

姫

命

（

た

ま

よ

り

ひ

め

の

み

こ

と

）

や

、

応

神

天

皇

の

皇

后

で

あ

る

仲

津

姫

命

（

な

か

つ

ひ

め

の

み

こ

と

）

等

と

す

る

説

も

あ

る

よ

う

だ

。

各

地

に

あ

る

八

幡

宮

で

祭

神

の

異

な

る

ゆ

え

ん

で

も

あ

る

。

な

お

、

近

年

で

は

比

売

神

は

卑

弥

呼

で

あ

る

と

い

う

異

説

も

あ

る

ら

し

い

。 

 

東

御

前

に

息

長

帯

姫

命 

（

お

き

な

が

た

ら

し

ひ

め

の

み

こ

と

）

、

す

な

わ

ち

神

功

皇

后

で

あ

る

。 

 

こ

の

三

柱

の

大

神

を

総

じ

て

「

八

幡

三

所

大

神

（

八

幡

大

神

）

」

と

い

う

。 

 

八

幡

神

へ

の

崇

拝

は

実

に

甚

深

で

あ

っ

た

。 

 

そ

も

そ

も

源

氏

の

敵

で

あ

る

伊

勢

平

氏

も

こ

れ

を

重

ん

じ

、

平

正

盛

に

よ

る

造

営

や

平

清

盛

ら

伊

勢

平

氏

の

臨

時

祭

で

の

演

舞

が

記

録

さ

れ

て

い

る

。

江

戸

時

代

ま

で

護

国

寺

や

極

楽

寺

、

弁

天

堂

を

始

め

「

男

山

四

十

八

坊

」

と

呼

ば

れ

る

宿

坊

が

参

道

に

連

な

っ

た

。

幕

末

ま

で

は

石

清

水

八

幡

宮

護

国

寺

と

称

す

神

仏

習

合

の

宮

寺

で

、

東

寺

（

教

王

護

国

寺

）

や

清

水

寺

、

比

叡

山

延

暦

寺

、

仁

和

寺

、

鹿

苑

寺

（

金

閣

寺

）

、

慈

照

寺

（

銀

閣

寺

）

、

相

国

寺

、

大

安

寺

な

ど

と

と

も

に

大

い

に

栄

え

る

。 

 

慶

応

四

年

（

す

な

わ

ち

明

治

元

年

）

、

明

治

政

府

の

神

仏

分

離

に

よ

り

、

八

幡

大

菩

薩

を

「

八

幡

大

神

」

と

改

め

、

官

幣

大

社

に

列

し

、

社

号

を

「

男

山

八

幡

宮

」

と

さ

れ

る

が

、

一

九

一

八

年

に

は

「

石

清

水

八

幡

宮

」

に

復

す

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以

上 


